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２０２３年１２月ＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ関東甲信越地方放送番組審議会は、１５日(金)、ＮＨＫ放送センター

において、８人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

会議では、まず、千葉放送局の取り組みと今後について報告があった。その後、首都

圏いちオシ！「魅力発見！ラッカ星人の房総ジャーニー２」について説明があり、放送

番組一般も含めて活発に意見の交換を行った。 

最後に、放送番組モニター報告と視聴者意向報告、今後１か月の番組編成の説明が行

われ、会議を終了した。 

 

 

（出席委員）  

   委 員 長      泉田 佑子（書家） 

副委員長  田中 裕子（さいたま市岩槻人形博物館館長） 

   委 員      飯島 禎典（株式会社湊與 専務取締役） 

石塚  愛（横浜市立大学附属病院チャイルド・ライフ・スペシャリスト） 

金丸 博子（ファームサポート千葉合同会社 代表） 

坂内 剛至（有限会社ネイチャープラネット代表取締役） 

中村 敬太郎（前橋園芸株式会社代表取締役社長） 

吉田 千秋（ひたちなか海浜鉄道株式会社代表取締役） 

 

 

（主な発言） 

 

＜首都圏いちオシ！「魅力発見！ラッカ星人の房総ジャーニー２」 

（総合 ９月２４日（日）放送＜関東地方＞）について＞ 

 

○  この番組は 2022 年１２月の審議会で意見交換を行った「魅力発見！ラッカ星人の

房総ジャーニー」の第２弾だ。その際には「ラッカ星人の語尾の“～ラッカ”に違和

感を覚えた」「キャラクターがまじめすぎると感じた」「2019年の台風被害からの復興

に取り残されている人がいないのかなどについても伝えてほしかった」などの意見が

出された。これらの意見をどのように反映したのかについても聞きたい。 
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（ＮＨＫ側） 

  ラッカ星人の演出のしかたについては、視聴者からもさまざ

まな意見が届いた。１人１人の声にしっかりと耳を傾けなが

ら、番組づくりをしていきたい。 

 

○  バラエティー豊かな景色を楽しめ、千葉県の魅力が感じられた。「ローカル電車」「町

の診療所」「農業を守るシェフ」という３つの話題も興味深かった。地域再生や活性

化のヒントがあり、人間のつながりがあり、歴史あるものを現代のニーズに合わせて

宝として発展させていた。老若男女を取り上げ、子どもたちの声を拾ったのもよかっ

た。ラッカ星人とタレントの山里亮太さんの掛け合いはテンポがよく、ラッカ星人が

「～ラッカ」と言い過ぎなかったのもよかった。気になった点が３つある。駅で花の

手入れをする女性の話の途中で、他の人と声が重なり聞き取りにくかった。千葉の皆

さんがお勧めの名所を自筆のフリップで紹介する短いコーナー「私の千葉の宝」のタ

イトル映像で、黒背景に赤青黄の花をのせた色使いが映えないと思った。また時々、

白文字のテロップが見にくい場面があると感じた。ユニバーサルデザインを活用して

いるのかも気になった。 

 

（ＮＨＫ側） 

  「私の千葉の宝」のタイトル映像や文字の色について、色鮮

やかなものを見せたいときは地味な背景にすると際立つという

のがディレクターの一般的な考えだ。ユニバーサルデザインの

活用は、今後の参考にしたい。 

 

○  美しい景色や県の花である菜の花を映したオープニングに期待を持った。歴史ある

もの新しいもの、さまざまな角度から千葉県の魅力を取り上げており、楽しみながら

見た。銚子電鉄の話題では、思い出の詰まった宝を守っていこうという強い思いが伝

わった。農業体験を行う男性がなぜアフロヘアーなのかにもふれるとよかった。若手

の医師が診療所を地域のコミュニティの場にしていたのもすばらしかった。レスト

ランの話題では、規格外の野菜を農家の言い値で仕入れ、支え合うという発想がすば

らしかった。2019 年の台風被害がきっかけとなった ローリングストック（常に新し

い非常食を備蓄する方法）も大変参考になった。千葉県誕生 150周年ということなの

で、県誕生にまつわる話題もあるとよかった。 

 

○  銚子電鉄の話題で紹介された取り組みは、廃線の危機にある他県の鉄道にとっても

活性化のよいヒントになると感じた。地域の診療所にも課題が多くあると思うが、こ

のような積極的な医師がいてくれたらうれしいと思った。レストランではシェフが規
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格外の野菜を使い、ローリングストックを紹介していたが、このような率先した取り

組みがほかの県にも広がっていくとよいと感じた。 

 

○  人の価値観や人生のストーリーに焦点をあて、それ自体が地域の宝であるというこ

とがしっかり伝わった。特に印象深かったのは町の診療所の医師の「積み重ねの先に

歴史がある。僕らの代で終わらせない責任や地域に果たす役割は当然やるべき」とい

うことばだった。とてもよいことばを引き出せたと思う。レストランのシェフが台風

被害の経験からローリングストックを始めた経緯もすばらしいと感じ、さまざまな農

産物の生産者のことも知りたいと思った。前回から質が向上した印象を受けた。エン

ディングで、映像と音楽で取り上げた人たちを振り返る演出もよかった。 

 

○  楽しく見ることができた。ラッカ星人は、なじみやすいキャラクターで好きだ。ロー

カル電車は地域とともに守っていくべきものであることがよく分かった。町の診療所

やレストランのローリングストックの話も、地域で守り続けること自体が宝なのだと

気付かせてもらった。続編を制作し、千葉県の全部が紹介されると楽しみだ。ＢＧＭ

によい音楽があった。テロップで紹介されるとうれしい。とりあげている地域が千葉

県のどこにあるのかを示すと、よりわかりやすいと思った。 

 

○  タイトル通り、視聴後に千葉県を旅した気分になれた。人生観、価値観が変わるよ

うな内容の濃い番組だった。特徴的で魅力的な３つの地域の活動は、人と人とのつな

がりに焦点を当てており、ぬくもりを感じ、興味深かった。しっかりと深く掘り下げ

られており、展開とテンポがよく、映像やＢＧＭも心地よかった。「私の千葉の宝」

で紹介される内容には温かみがあり、話題転換となり、番組にメリハリをつけていた。

診療所のテントカフェのシーンでの看護師とラッカ星人、山里亮太さんの掛け合いが、

その場で話をしているようで印象的だった、この演出はもっと活用してもよいと思っ

た。ラッカ星人の「～ラッカ」はもっと出てもよかったかもしれない。 

 

○  千葉県誕生 150 年を掲げていたが、農業を守るシェフにはその関連性が見いだせな

かったので、歴史に言及してもよかった。３つの地域すべてが海沿いだったが、千葉

県には魅力的な山もあるので、バランスが気になった。「私の千葉の宝」の演出で、

風景を静止画で見せていたが、映像がフリーズしたのかと感じた。静止画であれば額

絵のように見せた方がよいかもしれない。エンディングのＢＵＭＰ ＯＦ ＣＨＩＣ

ＫＥＮの曲がよかった。それぞれの地域の話題は興味深かったので、第３弾にも期待

する。 

 

○  地域の文化は長い年月を経て人々が作り上げていくものだと思う。地域の宝は風景
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ではなく、人々の暮らしを支える仕組み、人々のつながりだということが番組からよ

く伝わってきた。ただ、県誕生 150 年というのは多くの県がそうである中、千葉県な

らではの特別なものの紹介はなかった。出演者のジェンダーバランスもあまりよくな

かったと思う。成功事例のみが紹介されていたが、本当は宝なのになくしてしまった

もの、うまくいっていないところを取り上げる視点もあるのではないかと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  取り上げる地域については、このような番組ではいつも悩み

どころで、ラインナップとしての内容のバランスとあわせて判

断している。今後、内陸部などを取り上げることも考えたい。

ジェンダーバランスについても、今後の検討課題だと考えてい

る。 

 

（ＮＨＫ側） 

  本当は宝なのに今はなくしてしまっているものがないかと

いうのも大事な視点だ。今後の参考にしたい。 

 

○  ナレーションの山里亮太さんとラッカ星人の写真が登場して番組が始まり、両者の

トークが楽しみになる演出だった。ＢＵＭＰ ＯＦ ＣＨＩＣＫＥＮの「魔法の料理

～君から君へ～」が番組と合っていた。ローカル電車では鉄道を守り、活性化させる

ためにかかわる多くの人々のエピソード、思いが紹介されていた。鉄道は多くの住民

にとってもなくてはならない存在であり、鉄道事業者のみならず、地域の人たちが主

人公となり、守っていきたいという気持ち、行動がまさにコンセプトの宝であると感

じた。一方で、診療所、農業については個人の紹介のように見え、残念に感じた。取

り組みそのものはとてもよいことで伝える価値があると思うが、個人ではなく、地域

がどう支え合っているのかを掘り下げて紹介し、地域が主人公になるような見せ方に

期待したい。農業に関しては、ローリングストックが地域とどのようなかかわりがあ

るのかがよく分からなかった。レストラン中心に描かれていたため、宝のくくりは「農

業」よりも「食」などの方が適切だったように感じた。 

 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

○  １１月１７日(金)のとちスペ「足尾の光と影を描く～画家 鈴木喜美子～」を見た。

冒頭の「今日は煙突が喜んでいる」という鈴木さんのことばから引き込まれた。両親

を亡くした失意の時に足尾に降り立ち、その姿に心境を重ねた鈴木さんは、病にも向
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き合いながら４５年間絵を描き続けた。昔の絵と最近の絵を見比べると色づかいなど

が明らかに変わっており、悟りの境地を開いているようにも感じた。足尾銅山の今昔

を写真で紹介するものはこれまでも多く見てきたが、絵を通して振り返る表現方法は

斬新に感じた。俳優の尾野真千子さんのナレーションにも引き込まれた。 

 

○  １１月１７日(金)の＃金曜やまなし「藤原、貸してみたｉｎワイナリー」を見た。

藤原優紀アナウンサーが試飲販売、ぶどうの収穫、実と軸を分離する除梗、破砕作業、

醸造を手伝う様子から、華やかなワイン業界の裏側にある汗と努力がしっかり伝わっ

た。一連の作業を見る機会はあまりないので、勉強にもなった。接客は貸出先からも

高い評価だった一方で、力仕事に対する積極性はまだまだだと感じた。藤原アナウン

サーへの親しみが湧く一方、「山梨県の皆さんの苦労、努力を知れば新たな魅力が見

えるはず」という番組コンセプトは、かえって番組の魅力をわかりづらくしているか

もしれないと感じた。藤原アナウンサーに、こういう地域産業を手伝いたいと自ら探

すような積極性が出てくると、番組がもっとよくなるのではないかと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  地元の魅力も伝えつつ、藤原アナウンサーの魅力も伝わるよ

う心がけた。いただいた意見を反映させながら、よい番組にし

ていきたい。 

 

○  １１月２７日(月)から１２月 1日(金)の「首都圏ネットワーク」の「相鉄線・東急

線直通 つながる沿線ウイーク」を見た。沿線の知らなかった場所や取り組みを知り、

地域の活性化も期待できると思った。特に、「東急“子鉄”“ママ鉄”“親子鉄”スポッ

トを紹介！鈴川絢子さんとＧＯ！」というウェブ記事内の「ちょっと寄り道 鈴川

さんのおすすめスポット」のコーナーは、安全面に配慮した記載がすばらしかった。

子育て世代のための鉄道スポットの紹介にとどまらず、ふだんは見られない車両基地

や、相鉄と東急が分担して仕事をしている新横浜駅の紹介に驚き、保育園不足という

社会問題を取り上げていたこともよかった。番組は、地元高校のダンス部の生パ

フォーマンスもあり、バラエティー豊かな内容だった。 

 

○  １２月１２日(火)の「ひるまえほっと」を見た。産出額全国２位の千葉県のさつ

まいもを紹介していた。収穫風景や焼きいもの試食で終わるのかと思いきや、熟度

による食味の違いや、芋蜜を活用した新たな加工品の紹介があり、おもしろかった。

伊藤優キャスターがとてもおいしそうに試食しており、食べたくなった視聴者も多

かったのではないかと思う。購入したさつまいもの糖度を上げる家庭での保存方法

などの情報が加わると、なおよかった。 
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（ＮＨＫ側） 

  さつまいもの糖度を家庭で上げようとすると腐らせてしま

うおそれもあり、伝えることが難しかった。 

 

○  １２月１３日(水)の「ＮＨＫニュース おはよう日本」内の企画「弁護士の兄が語

る 尾崎豊」を見た。尾崎豊さんの兄が、家の壁のくぼみを述懐するシーンがとても

よく、弟について話す姿が心に残った。よく取材された内容だった。「曲を練る」と

いうコメントやテロップがあったが、「曲想を練る」という表現の方が一般的だと感

じた。この企画は尾崎豊さんの誕生日でもある１１月２９日(水)に「首都圏ネット

ワーク」で放送されたもので、さいたま局発のニュースが広く伝えられたことをうれ

しく思った。 

 

○  １１月１４日(火)の「埼玉県民の日」を伝えるニュースで、都道府県の日を定めて

いるところが少ないという取材報告に驚いた。ＮＨＫの職員は転勤が多いと思うが、

だからこそ気がつくこともあると思う。日常の当たり前を、新鮮な新しい目で捉え、

伝えるとよいと感じた。 

 

○  「いば６」を見ている。茨城県には民放がないためＮＨＫをよく見るが、ローカル

ニュースや町の話題などのバランスや気象情報のわかりやすさがとてもよい。ＮＨＫ

としての見解もちゃんと織り込みながら、偏りなく伝えており信頼できる。日によっ

てＮＨＫプラスでも見ている。最後に明日の話題を告知するのもよい。キャスターは

落ち着いているが、ホッとするような感じもあり流れもよい。途中、全国ニュースが

入るが、県の話題をもっと伝えたらよいと思う。１２月６日(水)の日立市役所と東海

村役場に自動車が突っ込んだ事件のニュースでは、全国ニュースと差別化した県内向

けの見解なども伝えるとよいと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 

  １都６県では、地域情報をきめ細かく伝えるため、午後６時

～６時１０分の「全国ニュース」をそのまま放送せず地域放送

にあてており、かわりに、午後６時２０分台に「全国ニュース」

の中の重要項目を放送している。 

 

（ＮＨＫ側） 

  茨城県に関係するニュースを「全国ニュース」として伝える

場合、県内向けのコメントを付けるなどの工夫については制作
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者とも検討したい。 

 

○  新潟局では、雪害に備えた報道をさまざまな形で行い注意喚起している。昨年、立

ち往生が起こった際の報道は迅速だったが、災害が起こる前に伝えなければならない

し、そうあってほしい。「関東甲信越地方の災害・防災減災報道」をテーマにしたこ

とし６月の審議会では、「災害が起きる前のフェーズ、起きようとしているフェーズ、

起きているフェーズのそれぞれで必要とされる情報は異なる」という意見もあった。

新潟局として災害報道の態勢をどのように整え、人命を守る報道をおこなう考えか問

いたい。 

 

（ＮＨＫ側） 

  今年は雪のシーズンに入る前から、気象台、国土交通省、Ｎ

ＥＸＣＯ東日本、東北電力と積極的に意見交換や勉強会を行い

連携を強化した。気象台からの事前情報をもとに、被害が予想

される地域に事前に取材クルーを派遣することも検討してい

る。最新情報を伝える道路カメラも、新たにケーブルテレビ局

１社と協定を結んだほか、国や県の設置カメラも利用できるよ

うにし、利用可能台数は昨年の７０台から 220 台に大きく増や

した。地域の放送局として、住民の安心・安全を第一に、防災

・減災につながる放送に努める。 

 

○  １２月１３日(水)のクローズアップ現代「ゆがんだ“正義”はなぜ ～私人逮捕系

動画の波紋～」を興味深く見た。ほかの番組にはない切り口で、価値ある内容だった。

本人は自分の正義観から動画を配信しているのだろうが、迷惑系、暴露系、私人逮捕

系など、課題があるものが出てきている。それに対してどう向き合ったらよいのかを、

ネットメディアの研究者や感情心理学の専門家が解説していたのがよかった。「私た

ちは白黒つけられないグレーな世界で生きている。想像力を働かせていくことだ」と

いう話があったが、白黒つけずにいたからこそ旧ジャニーズの性加害問題があったと

もいえ、人間のあいまいさも感じた。このような番組を今後も制作してほしい。 

 

○  高校講座「書道Ⅰ」を毎回見ている。特に「写経を極める ～般若心経～」の回で

の筆の持ち方、水滴の使い方、書式などの技術指導は目を覆いたくなるような内容

だった。この番組は 2015 年に制作されたものだが、同じ番組を何年放送するのかに

も疑問がある。書道を学ぶ希少な番組だと思うので、技術面の伝え方に対する意識も

高めていただきたい。１２月１２日(火)の今年の漢字「税」のニュースは、貫主が漢

字を書き上げる場面で、大事な手元が頭に隠れて見えなかったことが残念だった。 
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○  衛星放送の再編について、分かりやすく説明していると思うが、視聴者からの反応

はどうか。 

 

（ＮＨＫ側） 

  一時は問い合わせがかなりの数あったが、ご理解をいただ

き、順調に減少している。さまざまな意見があるが、今後も臨

機応変に対応していく。 

 

○  各チャンネルで頻繁に詳しく丁寧に案内がされていたと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） 

  高齢者からは４Ｋ放送の視聴方法の問い合わせも多い。ＢＳ

プレミアム４Ｋの視聴方法や番組についても丁寧に周知してい

く。 

 

 

 

 

ＮＨＫメディア総局メディア編成センター／首都圏局 

             番組審議会事務局 


